
　Ⅲ　「継続一人っ子家族」と「若年一人っ子家族」・「複数子家族」の比較

1．結婚意識

○　平均結婚年齢について、男女とも 【継続一人っ子家族】は相対的に高く､他グループ

　とは２歳ほどの開きがある。

図表1-1．結婚年齢（単数回答）(基数：全体） (%)
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○　結婚のきっかけについて、男女とも【継続一人っ子家族】は、「自分の年齢を考えて｣

　が相対的に高く、「交際期間の長さを考えて」が低い状況となっている。

　　また、男性の場合は「きっかけはないが一緒に暮らしたかった」が相対的に低く、女

　性の場合は「生活に変化が欲しくなったので」が高い状況となっている。

図表1-2．結婚のきっかけ（複数回答）(基数：全体） (%)
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○　結婚のよい点について、どのグループの男女とも「家族や子どもを持てる」が最も高

　い状況となっている。

　　また、【継続一人っ子家族】の男性は、「精神的な安定が得られる」、「好きな人と

　一緒にいられる」及び「一人前の大人だと感じられる」が相対的に低く、女性は「経済

　的な安定が得られる」が相対的に高い状況となっている。

図表1-3．結婚のよい点（複数回答）（基数：全体） (%)
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○　結婚のよくない点について、【継続一人っ子家族】の女性は、「自分の自由になる

　「時間」や「お金」が少なくなる」が相対的に低く、「義父母や親戚など人間関係が

　複雑になる」が相対的に高い状況となっている。

図表1-4．結婚のよくない点（複数回答）（基数：全体） (%)
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2.家族意識

○　子どもの位置づけについて、【継続一人っ子家族】の男性は、「生きがい・喜び・希

　望」及び「夫婦の絆を深めるもの」が相対的に低い状況となっている。

図表2-1．子どもの位置付け（複数回答） (%)
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３．育児意識

○　理想の子ども数については、男女とも、【若年一人っ子家族】及び【継続一人っ子

　家族】では「２人」が最も多く、【複数子家族】では「３人」が最も多い状況となっ

　ている。　

図表3-1.理想の子ども数、今後子どもをもうける意向とその人数（各単数回答）（基数：全体）
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○　子ども数が理想より少ない理由について、男女とも【継続一人っ子家族】は、「子ど

　もができないから」や「配偶者との性関係がなくなったから」が相対的に高い状況とな

　っている。　

　　また、女性の場合は、「高年齢出産になるから」も相対的に高い状況となっている。 

図表3-3.子ども数が理想より少ない理由(複数回答）

（基数：理想より持つ予定数が少ない人および子どもは持たない人）（％）
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○　 第一子誕生の理想の平均年齢についてはどのグループもほぼ同じであるが、実際の

　平均年齢については、男女とも【継続一人っ子家族】が相対的に高く、他グループに

　比べて２～３歳ほどの開きがある。

図表3-4．第１子誕生の理想の平均年齢と実際の平均年齢（単数回答）（基数：全体）

　各グループN=150

　歳 　歳

若年一人っ子
家族男性

継続一人っ子
家族男性

複数子家族男性

若年一人っ子
家族女性

継続一人っ子
家族女性

複数子家族女性

＜実際の平均年齢＞ ＜理想の平均年齢＞

26.2

25.5

25.7

27.1

27.8

27.3

20 30 40

30.1

27.0

27.1

29.0

32.1

30.1

20 30 40



　

○　子どもに受けさせたい教育水準について、「大学までの教育は受けさせたい」と回答

　する者の割合が、男女とも、【継続一人っ子家族】より【複数子家族】の方が高い。

図表3-5．子どもに受けさせたい教育水準（単数回答）（基数：全体）

(%) 内訳 (%)

各グループN=150

若年一人っ子
家族男性

4.7 4.0 38.0 4.0 4.7

継続一人っ子
家族男性

6.7 4.7 44.7 6.7 5.3

複数子家族男性 8.0 9.3 51.3 3.3 3.3

若年一人っ子
家族女性

4.7 7.3 43.3 2.0 4.0

継続一人っ子
家族女性

4.7 6.0 48.0 5.3 2.7

複数子家族女性 3.3 12.7 51.3 2.0 5.3

そ
の
他

無
記
入

そ
の
他

高
校
ま
で
の
教
育
で
十
分
だ

専
門
学
校
・
短
大
ま
で
の
教

育
を
受
け
さ
せ
た
い

大
学
ま
で
の
教
育
は
受
け
さ

せ
た
い

大
学
院
・
マ
ス
タ
ー

等
の
教

育
ま
で
受
け
さ
せ
た
い

義
務
教
育
終
了
後
は
子
ど

も
の
意
思
を
尊
重
し
た
い

大
学
/

大
学
院
・
マ
ス
タ
ー

ま
で

44.7

31.3

24.7

38.7

33.3

25.3

42.0

51.4

54.6

45.3

53.3

53.3

13.4

16.7

20.6

16.0

13.4

21.3

0.0

0.7

0.0

0.0

0.0

0.0



４．自己意識・社会意識

○　現在及び将来の不安について、【継続一人っ子家族】の男性は、「老後の生活」が相

　対的に高く、「家族の健康・病気｣が低い状況となっている。

図表4-1.現在及び将来の不安（複数回答）（基数：全体） (%)
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継続一人っ子家族男性 54.7  51.3  51.3  54.0  42.0  38.7  40.7  44.7  52.0  19.3  19.3  21.3  2.0  4.7  22.0  

複数子家族男性 66.0  60.7  40.7  57.3  42.7  38.0  40.7  50.0  66.0  29.3  12.0  16.7  0.0  0.7  29.3  

若年一人っ子家族女性 69.3  46.7  47.3  42.7  56.0  43.3  42.7  27.3  64.7  22.0  7.3  18.0  12.7  6.7  2.0  

継続一人っ子家族女性 64.7  46.0  62.7  37.3  51.3  44.0  40.7  33.3  62.0  18.0  2.7  24.0  2.0  2.7  2.0  

複数子家族女性 66.7  48.7  58.7  39.3  54.0  39.3  47.3  31.3  72.0  24.7  6.7  24.0  0.7  4.7  4.7  

５．少子化についての考え方

○　少子化問題のとらえ方について、【継続一人っ子家族】は、「ただちに解決すべき重

　要な問題だと思う」又は「できるだけ解決すべき重要な問題だと思う」と回答した者の

　割合が、男性で６割強、女性で４割強となっており、【複数子家族】と比べて、男性は

　ほとんど差はないが、女性では２割弱低くなっている。

図表5-1.少子化問題のとらえ方（単数回答）（基数：全体） (%) (%)
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複数子家族男性 65.3

若年一人っ子家族女性 54.0

継続一人っ子家族女性 41.4

複数子家族女性 58.0
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図表5-2．少子化対策への意見(複数回答）（基数：全体） (%)

各グループN=150　  
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若年一人っ子家族男性 73.3  52.7  32.0  42.0  40.7  32.7  22.0  29.3  2.0  0.7  

継続一人っ子家族男性 69.3  54.0  42.0  45.3  38.7  30.0  30.7  21.3  2.0  0.0  

複数子家族男性 73.3  59.3  35.3  48.0  43.3  28.0  32.0  29.3  2.0  0.0  

若年一人っ子家族女性 72.7  72.7  60.0  40.7  40.7  42.7  26.7  28.7  0.0  0.0  

継続一人っ子家族女性 70.0  63.3  52.7  46.7  36.0  31.3  28.7  12.0  1.3  0.0  

複数子家族女性 71.3  62.0  51.3  50.7  29.3  28.7  22.7  18.7  0.7  0.0  

６．【継続一人っ子家族】についてのまとめ

　　また、「安定した家庭のため就労の支援を進めるべき」及び「男性の育児参加のた

　め働き方の見直しを進めるべき」については概ね３割から４割の者が、「家庭を築く

　ことの大切さを伝えていくべき」についても概ね２割から３割の者が望んでいる。

○　少子化対策への意見について、どのグループの男女とも、「経済的負担軽減のため

　の取組を充実すべき」、「地域の子育て支援サービスを充実すべき」の順に多く、三

　番目には、男性では「子育てに対する相談体制の整備を進めるべき」、女性では「仕

　事と子育ての両立の取組を進めるべき」を挙げている。　

○　【継続一人っ子家族】は、【若年一人っ子家族】及び【複数子家族】に比べて平均

　結婚年齢が２歳ほど高いとともに、第一子誕生時の妻の平均年齢も２～３歳ほど高く、

　晩婚・晩産の傾向がある。

　は顕著に現れておらず、子どもの多寡を決める要因としては、夫婦の意識より年齢や

　健康面が強く影響している傾向にある。　

○　また、 理想の子ども数が一人という例は少なく、晩婚・晩産に伴う高年齢出産を避

　けたいという意識が働いたり、不妊や配偶者間での性関係がなくなったことにより、

　一人っ子家族を継続している傾向がある。

○　したがって、【継続一人っ子家族】については、他のグループとの間の意識の相違


